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FUJITSU Software NetCOBOL 
ライセンス︓Windows (64bit) 

2021年 7月 20日時点 

Windows (64bit)は、購入製品が開発環境製品か運用環境製品かによってライセンスの考え方、購入方法が異なり
ます。 
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1. 開発環境製品 

1.1 開発環境製品を新規に購入する場合 

ライセンス 

開発環境製品の購入の考え方を以下に示します。 

 メディアパックは、DVD-ROM媒体だけの提供です。 
メディアパックには、使用権は許諾されておりませんので、別途、ライセンスを購入する必要があります。製品の導入
にあたり、最低 1本のメディアパックが必要です。 

 ライセンスは、本製品を使用するマシンの台数分の購入が必要です。 

開発環境 

Windows (64bit) NetCOBOL では、お客様の用途に合わせて、以下の開発環境製品を用意しています。 
 

製品名 製品概要 
NetCOBOL Base Edition 開発パッケージ 
(64bit) 

COBOL コンパイラ、デバッガなど COBOL アプリケーションを作
成できる開発環境 

NetCOBOL Standard Edition 開発パッケ
ージ (64bit) 

きめ細やかな帳票印刷、画面操作、Web 業務など本格的な
ビジネス基幹アプリケーション開発環境 

NetCOBOL Enterprise Edition 開発パッ
ケージ (64bit) 

大規模基幹システム構築用の総合開発環境 

 
各開発環境製品が提供している機能については、機能一覧を参照してください。 

1.2 開発方法 

COBOLの 64bit アプリケーションを開発するには、以下の 2 つの方法があります。 

 コマンドプロンプトにおけるコマンド操作による開発方法 

 NetCOBOL Studio を利用した GUI(リモート）操作による開発方法 

コマンドプロンプトにおけるコマンド操作による開発方法 

NetCOBOL開発パッケージのコマンドプロンプトにおけるコマンド操作により、アプリケーションを開発することができます。 

https://www.fujitsu.com/jp/software/cobol/function/#platform-functions
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NetCOBOL Studioを利用した GUI(リモート）操作による開発方法 

Windows 開発環境で提供している Eclipse ベースの GUI 統合開発環境である「NetCOBOL Studio」を利用し
て、容易に開発ができます。  
なお、Windows (64bit)環境を利用して開発する場合は、Windows (64bit) NetCOBOL V10.2.0 以降を使
用してください。 
 
用途に合わせて、以下のいずれかの製品をお選びください。 
 

開発環境 製品概要 

Windows (64bit)環境 

 NetCOBOL Base Edition 開発パッケージ V10.3.0 以降 

 NetCOBOL Standard Edition 開発パッケージ V10.3.0 以降 

 NetCOBOL Enterprise Edition 開発パッケージ V10.2.0 以降 

1.3 注意事項 

Windows (64bit) NetCOBOL 開発パッケージを使用して、COBOL アプリケーションを開発する場合、Microsoft
のWindows SDK が必須となります。以下のMicrosoft社のダウンロードページからWindows SDK を入手して、イ
ンストールしてください。 

 Microsoft Windows SDK(Microsoft社のページへリンク） 

  

http://msdn.microsoft.com/en-us/windowsserver/bb980924.aspx
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2. クライアント運用環境製品 

2.1 クライアント運用環境製品を新規に購入する場合 

ライセンス 

クライアント運用環境製品を新規に購入する場合 

 メディアパックは、DVD-ROM媒体だけの提供です。 
メディアパックには、使用権は添付されていませんので、別途ライセンスの購入が必要です。 

 ライセンスは、本製品を使用するマシンの台数分の購入が必要です。 

製品種別 

開発環境製品で作成されたアプリケーションをクライアントで動作させるための運用環境製品を用意しています。 
使用された開発環境に合わせて、クライアント運用環境製品を購入してください。 
アプリケーションをサーバ上で運用する場合は、サーバ運用環境製品をご利用ください。 
 

開発環境製品 クライアント運用環境製品 
NetCOBOL Base Edition 開発パッケージ (64
bit) 

NetCOBOL Base Edition クライアント運用パッケー
ジ (64bit) 

NetCOBOL Standard Edition 開発パッケージ 
(64bit) 

NetCOBOL Standard Edition クライアント運用パッ
ケージ (64bit) 
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3. サーバ運用環境製品 

3.1 サーバ運用環境製品を新規に購入する場合 

ライセンス 

サーバ運用環境製品の購入の考え方を以下に示します。 

 メディアパックは、DVD-ROM媒体だけの提供です。 
メディアパックには、使用権は添付されていませんので、別途プロセッサライセンスを購入ください。製品の導入にあた
り、1本以上のメディアパックが必要です。 

 プロセッサライセンスは、本製品をインストールするサーバに搭載されているプロセッサ数に応じて以下の通りに必要と
なるライセンスです。 

○ シングルコアプロセッサの場合︓1 プロセッサあたり 1本の購入が必要です。 

○ マルチコアプロセッサの場合︓コアの総数に特定の係数を乗じた数（小数点以下端数切上げ）分のライセン
スの購入が必要です。(注 1) 

注 1) CPU数、コア数などにより、プロセッサライセンスの 数え方が異なりますので、必要ライセンス数については営
業へご相談ください。  
物理サーバーや仮想サーバー、オンプレミスやクラウドサービスなど、それぞれの利用形態における必要なライセンス
数の算出方法については、「必要なライセンス数の算出方法」を参照してください。 

製品種別 

開発環境製品で作成されたアプリケーションをサーバで動作させるために、運用環境製品を用意しています。 
使用された開発環境に合わせて、サーバ運用環境製品を購入してください。  
アプリケーションをクライアント上で運用する場合は、クライアント運用環境製品をご利用ください。 
 

開発環境製品 サーバ運用環境製品 
NetCOBOL Base Edition 開発パッケージ (64
bit) 

NetCOBOL Base Edition サーバ運用パッケージ 
(64bit) 

NetCOBOL Standard Edition 開発パッケージ 
(64bit) 

NetCOBOL Standard Edition サーバ運用パッケー
ジ (64bit) 

NetCOBOL Enterprise Edition 開発パッケー
ジ (64bit) 

NetCOBOL Enterprise Edition サーバ運用パッケ
ージ (64bit) 

注) MeFt/Web 等の Web アプリケーションの場合は、サーバ運用環境製品のみで動作可能で、クライアントライセンス
は不要です。  

https://www.fujitsu.com/jp/products/software/resources/condition/licensesupport/license/#license-count
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4. 注意事項 

32ビットアプリケーションを開発および運用する場合は、32ビット版NetCOBOL商品を別途、購入してください。  
32 ビット版と 64 ビット版は、同じコンピュータにインストールして利用する事ができます。その場合は、両方のメディアパック
とライセンスをそれぞれ必要数分購入してください。 

4.1 旧製品をご使用の場合 

最新のWindows (64bit) NetCOBOL製品は、旧製品のWindows (64bit) NetCOBOL製品の機能を包含し
ており、互換性を保っております。旧製品をご使用のお客様は、最新の NetCOBOL 製品へバージョンアップすることをお
勧めします。 

バージョンアップする場合 

NetCOBOL 製品は、サポート契約されているお客様のみバージョンアップ（無償）が可能です。サポート契約されてい
ないお客様は、新規購入となります。ご注意ください。 
 
| 「SupportDesk」のご紹介 | SupportDesk「お客様専用ページ」 | 

注意事項 

Base Edition から Standard Edition へのアップグレードなどの Edition アップグレード手配はご用意していません。こ
のような場合、新規に製品をご購入願います。 

4.2 開発環境製品を運用環境として利用する場合 

開発環境製品には、運用環境用のライセンスは含まれておりません。このため、開発環境製品がインストールされている
マシンを運用環境として利用する場合、別途、運用環境製品およびライセンスの購入が必要になります。 

 開発環境製品の中には、作成したアプリケーションを運用するための環境も含まれています。これは、開発環境で作
成したアプリケーションを動作確認するためのものであり、動作確認、テストを実施する場合は、運用環境ライセンス
を購入して頂く必要はありません。 

 開発環境製品がインストールされている運用環境では、上記で購入した運用環境製品を新たにインストールする
必要はありません。 

https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/menu/standard/supportdesk-standard/soft/
http://eservice.fujitsu.com/supportdesk/
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4.3 リモートデスクトップサービスを利用する場合 

ここでは、Windows Server 2012 以降のリモートデスクトップサービスを総称して「リモートデスクトップサービス」と呼び
ます。 

 開発時に利用する場合、同時に使用するクライアント台数分、開発環境製品の購入が必要です。 

 運用時に利用する場合、同時に使用するクライアント台数分、クライアント運用環境製品の購入が必要です。ただ
し、Enterprise Edition では、利用できません。 

 リモートデスクトップサービスを使用、かつサーバ上で COBOL アプリケーションを開発/運用する場合、 リモートデスク
トップサービス利用時に必要なライセンスの他に、別途サーバ自身のライセンスが必要です。 

○ サーバ上で開発する場合、リモートデスクトップサービス利用時に必要なライセンスの他に、開発環境製品の購
入が必要です。 

○ リモートデスクトップサービス以外にサーバ運用を実施する場合、リモートデスクトップサービス利用時に必要なラ
イセンスの他に、サーバ運用環境製品の購入が必要です。 

 サーバへ NetCOBOL製品をインストールする際の留意事項は、サーバ上で複数の NetCOBOL製品を使用する
場合を参照願います。 

 サーバ運用パッケージをインストールしたサーバ環境において COBOL アプリケーションを 運用し、かつ、リモートデス
クトップサービスを使用して COBOL アプリケーションを運用する場合、以下の 製品を購入する必要があります。 

○ サーバ運用パッケージのメディアパック製品 

○ サーバに搭載されているプロセッサ(CPU)の総数に応じたサーバ運用パッケージのプロセッサライセンス 

○ クライアント運用パッケージのメディアパック製品 

○ リモートデスクトップサービスを同時に利用するクライアント台数分のライセンス 

4.4 サーバ上で複数の NetCOBOL製品を使用する場合 

 リモートデスクトップサービスを使用せずに、サーバ運用環境製品とクライアント運用環境製品を同一サーバで
使用する場合 
クライアント運用環境製品は、クライアント側からサーバ運用環境製品とは別のフォルダにインストールしてください。 

 リモートデスクトップサービスを使用して、複数の NetCOBOL製品を組み合せて使用する場合 
サーバでは、リモートデスクトップサービスとは異なる製品を使用して、COBOL アプリケーションを開発、運用すること
が可能です。製品のインストールは、以下のようになります。この場合、リモートデスクトップサービス用のライセンスの
他にサーバ用のライセンスが別途必要となります。 

  

https://www.fujitsu.com/jp/products/software/middleware/business-middleware/middleware/cobol/price/index.html
https://www.fujitsu.com/jp/products/software/middleware/business-middleware/middleware/cobol/price/index.html
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4.5 クラスタシステムにおける製品のライセンス 

Windows (64bit)の NetCOBOLのサーバ運用環境製品は、クラスタ構成されたシステムで運用できます。 
相互待機形態(Active/Active)で運用する場合は、各サーバに製品を購入する必要があります。 
運用待機形態(Active/Passive)で運用する場合は、運用系ノード分のプロセッサライセンスを購入してください。待機
系ノード分のプロセッサライセンスの購入は不要です。通常運用時に待機ノードとなっているサーバには、運用ノードで購
入したプロセッサライセンスをご利用ください。 

4.6 Windows (32bit) NetCOBOL製品をご使用でWindows (64bit) NetCOBOL
製品に切り替える場合 

Windows (32bit) NetCOBOL シリーズ製品をご使用で、有償サポート・サービス「SupportDesk」を契約されている
場合は、Windows (64bit) NetCOBOL製品(注)への切り替えが可能です。詳細は、当社営業、SEにお問い合わせ
ください。 

注) 同一パッケージ名および Edition の製品への切り替えのみ可能です。Windows (64bit)に切り替え対象の製品
提供がない場合がありますので、ご注意ください。 

4.7 クライアント仮想化環境における製品のライセンス 

Windows (64bit) V12.0.0 以降の NetCOBOL の開発環境製品 および クライアント運用環境製品は、クライア

リモートデスクトップサービスから
使用する製品 

サーバ環境で使用する製品 
開発環境製品 サーバ運用環境製品 

開発環境製品 

サーバにインストールした開発環境製
品を、リモートデスクトップサービスを利
用して、COBOL アプリケーションの開
発ができます。 

開発環境製品のみをインストールする
だけで、 サーバにおける COBOL アプ
リケーションの運用とリモートデスクトップ
サービスを利用した COBOL アプリケー
ションの開発ができます。 

クライアント運用環境製品 

開発環境製品のみをサーバにインスト
ールするだけで、 サーバにおける COB
OLアプリケーションの開発とリモートデス
クトップサービスを利用した COBOL ア
プリケーションのクライアント運用ができ
ます。 

サーバ運用環境製品のみをサーバにイ
ンストールするだけで、 サーバにおける
COBOLアプリケーションの運用とリモー
トデスクトップサービスを利用した COB
OL アプリケーションのクライアント運用
ができます。 

https://www.fujitsu.com/jp/services/infrastructure/service-desk/menu/standard/supportdesk-standard/soft/
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ント仮想化された環境で運用できます。 

 開発時に利用する場合、仮想 PC が定義されたサーバに接続するクライアント PC の台数分、開発環境製品のラ
イセンス購入が必要です。 

 運用時に利用する場合、仮想 PC が定義されたサーバに接続するクライアント PC の台数分、クライアント運用環
境製品のライセンス購入が必要です。ただし、Enterprise Editionでは、利用できません。 

購入したライセンスで当該クライアント PC自身へのインストールも可能です。 
 

https://www.fujitsu.com/jp/products/software/middleware/business-middleware/middleware/cobol/price/index.html
https://www.fujitsu.com/jp/products/software/middleware/business-middleware/middleware/cobol/price/index.html
https://www.fujitsu.com/jp/products/software/middleware/business-middleware/middleware/cobol/price/index.html
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